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くありません｡ 既存のキャンパス､既成の学部の外側に全 く新 しいものを作ってしまう｡ それが既存の学部の方にイ
ンパクトを及ぼすことを期待する｡国立大学の場合には､そうした動きを作りを作り出すこともできないわけで､古
い体質の中でもがいているといった状態が続いているわけです｡教養部解体だけが声を大に叫ばれて､学部教育の理
念やあり方が検討されないまま､改革だけがやみ雲に進んでいく危険性が高いわけです｡4年間の学部教育をどうす
るのかを､専門学部も含めて考えなければいけいな段階に来ているという思いが､強くいたします｡
実は東京大学は教養学部があるお陰で､教養部の解体を経験 してません｡ それがメリットなのかデメリットなのか､
判断しかねますが､教養学部は､ 2年間の一般教育の部分を担当するわけで､そのための組織として教養学部が存在
しています｡そのために､教養学部は極めて教育改革に熱心です｡『TheUniversceofEnglish』という英語のテキ
スト､あるいは 『知の技法』のことはご存知かと思いますが､教養学部があるために先生方は一般教育について革新
をしよう､責任を果たそうという方向に､少なくとも今の段階では動いているわけで､これはメリットと考えるべき
だと思います｡デメリットの方は､専門学部の方がこうした教養学部の存在との関係をあまり真剣に考えようとしな
い､その必要に迫られていないというところにあります｡ただ､東京大学は新しい白書を来年出すことになっていま
すが､そのテーマは学部教育ということになりました｡学部教育問題の懇談会がっい三か月はど前に発足をいたしま
して､それぞれの学部の学部教育の実態の報告が行われています｡それに出席して痛感するのですが､お互いの学部
の間で､専門教育の実態について情報交換が行われたことがほとんどないということです｡学部長が集まって､それ
ぞれの抱えている問題を話し合うというのは､東大の歴史上初めてのことではないでしょうか｡これも大学改革のお
陰で､学部間のコミュニケーションがようやく始まったという段階です｡どのような白書ができるのか分かりません
が､何れにしましても情報交換がようやく始まったというのが東大の場合の学部教育の現状ということで､話を終わ
らせていただきます｡
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